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食物アレルギーのある児童生徒の状況
（千葉市立小・中・特別支援学校）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

小学生 3.1 3.3 3.4 3.7 4.7 4.0 4.4
中学生 3.3 3.5 3.7 3.7 4.1 4.4 4.8
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小学生 中学生

平成27年度
小学生 2,196人
中学生 1,183人

平成27年度
学校数・在籍数
（平成27年5月1日現在）

小学校（112校）49,857人
中学校（55校）24,539人
特別支援学校（3校）335人

（％）

（平成27年度 千葉市保健統計調査より）
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アドレナリン自己注射薬を処方されている児童生徒の状況

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

小学生 22 45 53 71 138 170 201
中学生 7 8 10 18 27 51 74
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（平成27年度 千葉市学校保健統計調査より）
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千葉市における食物アレルギー対応

平成23年度 食物アレルギー対応検討会

平成24年度 食物アレルギー対応協議会

平成24年2月 手引き第1版 発行

（毎年データ更新、一部修正）

平成28年3月 第5版 発行予定

・対応のフローチャート
・給食における対応
・学校生活における対応
・緊急時対応マニュアル
・資料、様式集 等
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学校給食における食物アレルギー対応

小学校（自校式）

・給食室で除去対応

中学校（給食センター方式）

・詳細な献立表で確認し、自己除去
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消防機関との連携について（平成21年10月から運用開始）

アドレナリン自己注射薬を所
持している児童生徒が在籍し
ている学校と消防局が情報を
共有し、救急搬送時に迅速か
つ適切な対応を図る。

主治医への搬送ができない場合
に受入れ可能な医療機関
・千葉大学医学部附属病院
・千葉県こども病院
・千葉市立海浜病院
・千葉市立青葉病院
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学校からの救急搬送事例（千葉市立小・中・特別支援学校）

25年度 26年度 27年度
（H28.1月末）

搬送件数 ９ ７ ７

小学生 ７ ５ ６

中学生 ２ ２ １

エピペン接種 ４ ３ １

初発事例 ３

情報登録者の
搬送

２ ４ １

（千葉市立小・中・特別支援学校食物アレルギー救急搬送報告書より）
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平成27年度 職員研修実施状況

研修実施校 実施率（％）
エピペン講習
実施校

小学校（112校） 105 93.8 93
中学校（55校） 49 89.1 48
特別支援学校（3校） 3 100.0 1

アドレナリン自己注射薬を所持している児童生徒が在籍している学校
小学校79校、中学校34校 → すべての学校でエピペン講習を実施

（平成27年9月 千葉市教育委員会保健体育課調査より）
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文部科学省から配布された（平成27年3月）資料の活用
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食物アレルギー対応の課題

・手引きに基づいた対応の徹底
・職員研修の質の確保
・管理職の意識や理解の問題
・教職員の意識や理解の問題
・学校生活管理指導表に関すること
・学校給食における完全除去対応
の導入について
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